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	第２期文化芸術推進基本計画の検討に
	際しての文化芸術団体ヒアリング・意見書
	令和４年（２０２２年）８月
	障害者の文化芸術活動を推進する全国ネットワーク事務局
	（一社）全国手をつなぐ育成会連合会
	はじめに
	我が国における障害者による文化芸術活動については、２００８年にスイスの「アール・ブリュット・コレクション」で開催された「JAPON」展を皮切りとして、フランス、韓国、イギリス、タイ等世界各国で日本のアール・ブリュット展が開催され注目を集めてきた経緯があります。また、２０１７年からは障害のあるパフォーマーによる舞台芸術公演（神楽や車いすダンスなど）もあわせて発信されるようになり、高い評価を得ています。
	加えて、東京2020オリンピック・パラリンピックの文化プログラムとして「わが国の文化芸術の振興と日本の美の多様かつ普遍的な魅力を国内外へ発信」する「日本博」が行われることとなり、全国津々浦々の風土や歴史の中ではぐくまれた障害者の文化芸術を日本の美の一つとして国内外へ発信するため、「日本博を契機とした障害者の文化芸術フェスティバル」を全国７ブロックで開催しました。新型コロナウイルス感染症の影響でオンライン配信が就寝となったブロックもあったものの、コンテンツに関しては好評を博したほか、障害者が文化芸術...
	１　障害者による文化芸術活動の課題
	令和元年度に（株）文化科学研究所が、全国の公立及び市立美術館、全国の公立博物館1,229館を対象に実施した「障害者による文化芸術活動の推進に向けた全国美術館等における実態調査(以下「全国美術館等における実態調査」という。)」によると、障害者の鑑賞機会の拡大に向けた展示活動の実施状況については、約7割の施設が「実施も計画もない」と回答しています。
	その理由としては、「人員体制が充分でない」「館内に専門人材がいない」「ノウハウ不足」「予算不足」等が上げられています。他方、障害者の文化芸術活動への支援についてのヒアリングでは、ノーマライゼーションの推進という視点において、これら支援について肯定的ではあるものの、美術・芸術としての視点の重要性という視点においては、「美術館は、障害のあるなしにかかわらず、優れた美術作品を紹介する場である。福祉と芸術文化、どうしても線引きをしがちであるが、そうではなくて上手く折り合いをつけるのが我々の仕事」、「「福祉...
	また、（公社）全国公立文化施設協会が令和2年度に国公立施設2,176施設、私立施設224施設(抽出)を対象に実施した「障害者の文化芸術活動推進に向けた劇場・音楽堂等取り組み状況調査（以下「劇場・音楽堂等取り組み状況調査」という。）において、主に障害者を対象とした事業の実施状況(自主事業)では、86.5%の施設が実施していないと回答しており、その理由としては「具体的にどういう障害者にどういう事業を実施したらいいかわからない」、「障害者を対象とした事業を実施するための知識のある人材がいない」、「障害者...
	加えて、こうした現状を改善し、文化芸術活動を通じて障害者の個性と能力が発揮されることや、社会参加の促進を図ることを目的とした「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律（以下「障害者文化芸術推進法」という。）」が平成30年6月に公布、施行されたことに関する認知度も高いとはいえない状況で、全国美術館等における実態調査で約6割、劇場・音楽堂等取り組み状況調査においても、職員間での周知ができているのは43.3％に留まっています。
	こうしたことから、少なくとも美術館、博物館、劇場・音楽堂等の領域においては、障害者の文化芸術活動の意義についての理解や具体的な施策が十分な状態とはいえず、加えて設置者である地方自治体等のイニシアチブが発揮されているとは言いがたい状況と評価せざるを得ません。
	２　基本計画策定にあたり障害者による文化芸術活動を推進するための意見


